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満ちている。彼が居るのは 6F 建ての建物で、低学年１～３年生までの HR 教室が４F まで











 I は、いつものソファに座るために部屋の奥に進みながら、H の机上の本にちらっと眼
をやる。H が席を立ち、入り口横の流し台に置いてあるコーヒーを I に入れてあげるつい









 H からカップを受け取り、一口すすってから、 
I 今年の夏、何か書かれる予定があるのですか？ 
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アプローチから迫るのがいいかもしれないね。溝口先生にも、フィヒテに即してばっかり
じゃなく、文献をたくさん読んで、比較から入ることを言われたからね。 
















 I は満足そうに 
I ええ、いいですよ。授業は終わったし、時間はたっぷりありますから。  






しかもフィヒテの言う同一律 Ich=Ich は、A=A というような対象認識に際して使用される
同一律ではなく、唯一自己言及する無限の運動体たる知の全構造の根底をなす同一律であ
って、そこから対象認識上の同一律 A=A、矛盾律 A・A=0 も導出される同一律だからね。 
I ちょっと、そこのところを詳しく説明してください。 




 後者の命題論理における教科書的な定義を見ても解ることだが、同一律は A≡A よりは、
A⊃A と記されている。こう表記することが何故可能かというと A⊃B かつ B⊃A であるこ
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とを A≡B と同値とし、この B に A を代入することで、（A⊃A）・（A⊃A）≡（A≡A）と
なり、A⊃A かつ A⊃A は、A⊃A の繰り返しであって、ブール代数において又集合論にお
いて、A・A＝A1なのだから、A⊃A 一つで十分だからなんだよ。含意関係にある前件と後
件とが同一であって、逆も又成立するという特殊な場合というわけだよね。つまり、彼ら















 と言い、H は今度は俯いて机上のペンを手に取りそれを弄びつつ、また顔を上げて 
H 先の同一律の考え方において、A≡A の左辺の A と右辺の A とは同一とされてはいる
が、それに先だって左辺と右辺とに置かれているのであるから当然区別されても居るはず
























限りない反復可能性(Wiederholung des Setzens)として取り上げていることでもある。  





























Bertrand Russell, Introduction to Mathematical Philosopy, Routledge, London and New York, 1995, p.136. 訳は、
『数理哲学序説』（平野智治訳、岩波文庫、1974 年）、179 頁を利用させて頂いた。 
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 I の帰り支度をする姿を、H は立ち上がって、眼を細めじっと見つめていた。 
                             （ほんだとしお 神戸市立工業高等専門学校教授） 
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8  両者とも同じく超越論的哲学と言えるが、ヘーゲルの立場と後期フィヒテの立場の違い、両者の弁証法
の展開の仕方に関して、拙著『フィヒテ論攷』第五章で、総合における媒介という側面から基本的なと
ころは明らかにした。しかし、後期知識学とヘーゲルのエンチクロペディとを題材に取り、絶対知と絶
対者の関係を中心に据え、学の展開の実際に即し、両者の学の体系の全貌を詳しく比較検討したいが、
それは今後の課題である。 
 
